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Ⅰ研究の成果(1000字 程度)

(図表も含 めて分か りやす く記入のこと)

PAHsの 生成機講の化学反応を理解す ることは,高 効率 ・ク リーンな燃焼技術を開発するた

めに必要不可欠である.燃 焼の化学反応の研究における問題点は,フリー ラジカルなどの短寿

命 中間体を高温で検出するのが難 しいことである.衝 撃波管の実験においては,原 子共鳴吸光

法(ARAS)が よく用い られるが,こ れは原子の測定に限られる.レ ーザー誘起蛍光法(LIF）は高

感度 ・選択的な検出法としてよく知 られている.PAHs関 連では,OH,ベ ンゼン,ナ フタレン

など様々な化学種がLIFで 検出可能な分子として知 られている.本 研究では,衝 撃波管 とLIF

を組み合わせた,新 しい高温化学反応の測定装置の開発を行 う.こ の装置を用いて,PAHs生

成過程において重要な反応を速度論的に研究する.本 年度は,装 置の開発を主に行 った.

Fig.1に 開発 した実験装置図を示す.Fig.2に 実験手法の概念図を示す.得 られた蛍光を,

衝撃波管の観測部上部に取 り付けた石英窓を通 じてレンズで集光 し,光 学フィルターによって

レーザーの散乱光を遮断する.集 光 した蛍光画像をイメージインテンシファイアで増幅 したの

ちに,カ メラで撮影する.対 象物質 としてSO2と ナフタレンを選択 し、それぞれのLIF信 号を

検出 した。得 られた画像の例をFig.3に 示す。反射衝撃波面の前後で蛍光強度が変化 している

ことが確認憾 れた。画像解析の結果をFig.4に 示す。遅延回路 で遅延時間を設定することによ

り、反射衝撃波面の進行に応 じた蛍光強度の変化を確認することがで きた。今後はOH等 の測

定を行う。その後、PAHs生 成過程で重要な素反応の速度測定をする予定である。

Fig.1 Experimental apparatus. Fig.3 LIF of naphthalene

Fig.2 General idea of a shock tube Fig.4LIFintensityofnaphthalene
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Ⅱ(1)学 術雑誌等に発表 した論文A(掲 載 を決定 されたものを含む.)

共著の場合、申請者の役割を記載すること.

(著者、題名、掲載誌名、年月、巻号、頁 を記入)

1. Takamasa Seta, Mitsuo Yamamoto, Masateru Nishioka, and Masayoshi Sadakata, 
   "Structures of Hydrated Oxygen Anion Clusters: DFT Calculations for O(H

2O)N,

   O2-(H2O)n, and O3- (H2O)n (n=0-4)", Journal of Physical Chemistry A, vol. 107296 

  (2003).
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Ⅱ(2)学 会 において 申請者が 口頭発表 もしくはポスター発表 した論文

(共同研究者(全 員の氏名)、 題名、発表 した学会名、場所、年月を記載)
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第19回 化学反応討論会,仙 台,2003

○瀬 田孝将 ・中島正和 ・三好明
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